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内容 

1 . ご案内 

2 . 出席者 

3 . 発表資料抜粋 

4 . 後記 

5 . ｱﾝｹー ﾄ結果 

6 . 勉強会Q&A 

7 . 状況写真 

8 . 新聞・ 雑誌記事 
 



 
会 員 各 位 

  令和 ５年２月吉日 

 
 

全国鐵構工業協会青年部会東北ブロック 会 長  中辻 淳 

（一社）日本建築構造技術者協会東北支部 支部長 平山 浩史 

 

 

「鉄骨建物の設計施工問題意見交換会（第８回）」のご案内 
 

拝啓 時下益々御清祥の事とお慶び申し上げます。 

この度、「鉄骨建物の設計施工問題意見交換会（第８回）」を下記の通り開催致します。

御多忙のところ誠に恐縮でございますが、是非ご参加いただきたくご案内申し上げます。 

 

敬具 

記

日 時 ： 令和 ５年３月１１日（土） 

会 場（意見交換会）：東京エレクトロンホール宮城 ６０１大会議室 

           仙台市青葉区国分町３-３-７（案内図添付） 

Tel ０２２-２２５-８６４１  

 

意見交換会 ：１４：００～１６：３０ （受付：１３：３０～１３：５０） 

内  容 ：勉強会 『今一度、溶接入熱・パス間温度を考える』 

講   師 ：神戸大学 名誉教授  田渕 基嗣 先生 

定      員 ：ＪＳＣＡ：５０名、全構協青年部会：５０名（計１００名）程度 

参 加  費 ： 1,000円（意見交換会） 

領収書は受付時に発行します 

4,000円（懇親会費）(懇親会には講師の田渕先生も参加予定) 

会場：東京エレクトロンホール宮城 2階 東龍門 

申 込 締 切 ： 令和 ５年２月２７日（月） 

会場の都合上、お申込は先着順とさせて頂きます。 

そ の 他 ： JSCA 建築構造士更新用点数シール（10 点）申請中です。 

            申込み時に連絡先アドレスをご記入願います。 

以上 

＊お申込は下記までメールにてお願いいたします。   「第8回鉄骨ＷＧ意見交換会」 

申込先：FAX 022-291-9788 又は E-ｍａｉｌ ： jimukyoku@jsca-tohoku.jp 

ＪＳＣＡ東北支部事務局（蔵建築設計事務所 内）宛 

鉄骨意見交換会 参加申込み 

会社名               JSCA東北  全構協 ☜ 〇印をお願いします 

代表者名               

会員種別  ・会 員     名、 ・非会員    名 ※ 

懇親会   ・出席    ・欠席   ・その他（         ） 

連絡先 TEL(当日連絡が取れる番号) :                 

   ※メール:                           

※参加される方は、当日連絡が取れるメールアドレス又は電話番号の記入をお願いします。

mailto:jimukyoku@jsca-tohoku.jp


  
    「意見交換会会場」 

会場：東京エレクトロンホール宮城 ６０１大会議室 

住所：仙台市青葉区国分町３-３-７ 

電話：０２２-２２５-８６４１ 

 

 
 

仙台市営バス 

・ＪＲ仙台駅西口（60番乗り場） 

 「定禅寺通り市役所前」経由「交通局大学病院行き」乗車 

→「定禅寺通市役所前」下車（所要時間 約12分） 

 

地下鉄（仙台市営地下鉄南北線） 

 ・ＪＲ仙台駅  

泉中央方面乗車→ 「勾当台公園駅」下車 

→出口「公園2」から徒歩300メートル（所要時間 約5分） 

 

タクシー 

 ・仙台駅西口タクシー乗り場から乗車（所要時間 約7分） 

 

※その他 

(1)新型コロナウイルス感染状況により中止又は延期となる場合がございますのでご了承下さ

い。 

(2)発熱等風邪症状がある場合は受講を控えて下さい。 

(3)会場ではマスク着用でのご参加をお願いします。 
 

案 内 図 

仙 台 駅 

 

意見交換会会場 

東京エレクトロンホール宮城 









なのだと、また対面ならではの実に有意義な意見交換会でした。

　神戸からいらして頂いた田渕先生をはじめ開催にご尽力された皆様、今回宮城県開催の

中、各地からお集りの皆様、誠に有難う御座いました。

より中間、仕上げ層の溶接強度が重要でスチールタブによるスリットからの破断がなにより

危険、加えてファブ側の施工性の観点からも先生は労力をかけて先方にお伺いして

フラックスタブに変更願いがナンセンスともおっしゃっており、これからの流れ次第では

大きく変わる可能性もあり、今後の動きに要注目と思いました。

　その後の懇親会で設計者・施工者側とも、お酒の席ならではの様々な意見や質問等

活発な話で大いに盛り上がり、ここでも思いは良いものを作りたいのは設計・施工とも同じ

では無いのでは？当然すべて否定する訳では無いでしょうが始端終端の初層溶け込み

　今回の意見交換会は今までの会合と異なり、神戸大学名誉教授　田渕先生をお招きして

先生を中心とした溶接施工等の研究結果から見えた現在の施工管理の矛盾点など、

我々からすると天地がひっくり返るようなお話を聞かせて頂き誠に貴重な時間でありました。

　特に2点、私の中で印象に残った事としまして、溶接積層図の本来の意義とスチールタブ

の必要性の話でした。

　板厚16ｍｍからの多パスによる入熱のコントロール等はパス間温度管理メインではなく

管理、実証された積層図を基に適正ワイヤーで実施されれば溶接強度は担保できる、前提

はもちろん溶接技能者が適正熱量で溶接を行うことにはなるが、各工場が独自に積層図

を作成しそれを基準にすることは疑問であるという提言、言われてみればそうかも知れない。

　もう一点のスチールタブに対する考えですが、こちらの話がインパクトが強かったです。

実際の実証、実験からスチールタブは施工優先順位において決して最上位に値するもの

JSCA東北支部鉄骨建物の設計施工問題意見交換会（第8回）後記

令和5年3月29日

有限会社今野製作所

駒根健輔



後記 
 

第 8 回 鉄骨建物の設計施工問題 WG 意見交換会 
『今一度溶接入熱・パス間温度を考える』講演会を聴講して 

 
株式会社関・空間設計 

齊藤善宏 
 

新型コロナ感染症のパンデミックから早 3 年目となり、ようやく社会経済がもとに戻 
ろうと動き出してきた状況の中、当初今年の意見交換会の開催に頭を悩ませていました。
元 JSCA 東北に所属していました大村さんのご厚意で、神戸大学名誉教授の田渕基嗣先
生の講演会の話を提案いただき、今回はこれまでとは趣向を変えた意見交換会を開催す 
ることになりました。 

開催当日は、東日本大震災から 12 年の日であったため、犠牲になられた方への哀悼 
の意を現し黙とうを行なった後、講演会が行われました。 

講演いただきました神戸大学名誉教授田渕基嗣先生の最初の言葉は、 
「入熱パス間温度の管理はやり過ぎ合理化したい」 

2000 年の基準制定から違和感を覚えていたそうで、数値が独り歩きしていると当初か 
ら疑念を抱いていたそうです。 

パス間温度が基準値を超えた場合どうしたらよいか、先生は自分でやらないと信用で 
きないという信条をお持ちで、分からないから自ら研究を始めたそうです。これまで大
学でたくさんの実験・研究を行ってきております。 

その内容については、講習会の資料に譲りますが、一部の実験でやった結果を用いて 
入熱とパス間温度を決めており、各専門家がそれに縛られているのが問題と話されてい 
ました。研究者がもっとはやく発信していけばよかったと、先生は責任を感じて、様々 
なところで説明をしているそうです。今回もその一環で行っていただいていると感じ、 
大変ありがたいことだと思いました。 

設計監理者としては、恥ずかしながら、工場のグレード任せで、入熱量やパス間温度 
については、鉄骨製品検査などでも確認しているケースは少なく、グレードに合わせて 
しっかりやっているかくらいの確認しかおこなっていませんでした。 

我々はただ基準書に従うだけではなく、まさに本質を理解し、大学などの研究者から 
も様々な情報を入手し、判断していく必要があると再認識させられました。 

数年前に受講した構造設計一級建築士の定期講習テキストに、ハンドブックエンジニ
アリングという言葉が載っていたのを思い出しました。基準書にしたがってただ設計す
る設 計者という意味だったと思いますが、日々の多忙な業務で忘れがちになりますが、
今回 の講演会により再認識し、肝に銘じて今後の設計活動に取り組みたいと思います。 
 

以上 



アンケートの回答結果 

開催日：令和 5 年 3 月 11 日 
講習会参加者 40名、回答者 34 名 

※【  】内数値は、回答数とする。 
 

問１．今回の意見交換会について、ご感想・改善点などご記入お願いします。 

①  「入熱・パス間温度の勉強会」について、内容を理解できましたか？ 

■ 理解できた 【17名】 

■ やや理解  【17名】 

□ 不充分   【0名】 

 

 

ご感想・改善点など 

 1）規定の背景を理解出来て有意義だった。 

 2）通常の施工条件に対して別次元の視点に戸惑った。 

 3）入熱とパス間の認識を変えさせられた講義でした。 

 4）接触式温度計を使っていたが、非接触式に変えたい。 

 

②  時間配分 

■ 十分である（丁度良い） 【34名】 

□ 調整してほしい        【0名】 

 

 

ご感想・改善点など 

 1）講義の途中で休憩を入れて欲しかった。 

 2） 

 

 

③  その他 

■ 良かった点 【17名】 

 

 

ご感想・改善点など 

 1）設計の講習は多いが、監理の講習が受講できたこと。 

 2）現実的意見を聞けたので FAB として良かった。 

 3）今回の講義は JSCA、学会等でもっと普及させるべき 

 4）メーカーで溶接の知見が少なかったので有意義だった。 

 5）普段流している部分を改めて考えさせられる機会でした 

 6）実験データに基づいた現物の管理方法が理解できた(２) 

 7）とても分かり易く有意義な話であった。(２) 

 8）破壊しやすい部分を直接聞くことが出来て良かった。 

  今後 30KJ、450℃管理が出来ると良いです。 

 9）入熱・パス間管理の必要性を改めて感じた。 

 10）中間部、最終層の入熱の考え方・方法を改めて考えさ

せられた。合理化も含め検討していきたい。 

 11）ポイントが抑えられていて理解しやすかった。 

 12）スチールタブの話が為になった。 

 13）テーマの内容を再認識する事が出来た。（２） 

 14）450℃管理の実用性を初めて聞けて参考になった。 

 



問２．貴方の従事している業務について教えてください。 

 

■ 会社経営者・統括責任者 【12名】 

■ 営業          【3 名】 

■ 工務・検査       【8 名】 

□ 技術開発・製図     【0 名】 

□ 材料調達        【0 名】 

■ 構造設計        【7 名】 

□ 意匠設計        【0 名】 

■ 現場監理        【1 名】 

■ CAD オペ        【1 名】 

■ その他         【1 名】 

問３．今後も、このような勉強会とワークショップのどちらに参加したいと思いますか？ 

■ 勉強会に参加      【25名】     

■  ワークショップに参加  【6 名】 

■ テーマ（内容）による  【9 名】 

問４．全体に対するご意見、今後取り上げて欲しいテーマ（研修会、現場見学会）などご記入願いま

す。 【12名回答】 

   ・製品検査の一連の流れ(書類・対物検査)を教えて欲しい。 

   ・今後も大学の先生に基準の原理原則などを学べると大変参考になり有意義である。 

   ・今後はコラム・ダイヤの話を聞いてみたい。 

   ・今後もオーバースペック等の正しい知識、実験等の講習会を開催して貰いたい。 

   ・大変参考になりました。 

   ・めっき処理時の注意点（コラムの割裂対策など） 

   ・溶接ワイヤーメーカーを見学してみたい。 

   ・鋼製エンドタブと固形エンドタブについて 

   ・意見交換会はワークショップを主とし、時々講義形式を組み合わせるのが良いと思います。 

   ・極めて興味深く有意義な勉強会でした。 

   ・工事内容により意味なくH.Mグレード設定をしている図面が見受けられ、今後の課題である。 

 ・H グレード FAB の工場・事務所を見学したい。 

    JSCA 東北支部技術委員会鉄骨設計施工ＷＧ 
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6．勉強会での Q&A 

 
Q１：大臣認定を超える場合は法適合的に問題にならないか？ 
Ａ１：これから働きかけて変えていきたい。 
 
 
Q２：固形タブは信頼できるか？ 
Ａ２：鋼製エンドタブ工法では、梁フランジ端とエンドタブのスリット部底のひずみ集

中点に早期の亀裂が発生する事は避けられない。鋼製エンドタブは人工的に欠陥
を作っていることになる。 
R 状に仕上加工し、切断すればよいと言うが、あまり意味がない。 

 
 
Q３：以前、監理者より全ての板厚の入熱・パス間を要求されたが意味が有るのか？ 
Ａ３：入熱・パス間温度は本来プロセス管理である。協会、工場で決めた手順通りに製

作されていれば問題無いはずなので、全ての細かい数値を測って測定値を提出す
る意味はないと思う。 

 



1．開会の挨拶 全構協の中辻東北ブロック長 2．開会の挨拶 JSCAの平山東北支部長

3．司会担当 JSCAの齋藤WG主査 4．神戸大学名誉教授 田渕先生

5．神戸大学名誉教授 田渕先生 6．講習会①



7．講習会② 8．講習会③

9．講習中の田渕先生 10．講習会の全景①

11．講習会の全景② 12．質問中 舩山さん



13．質問中 渡部さん 14．閉会の挨拶 JSCAの奥山技術委員長

15．参加者 集合写真








